
大人のスタイル

大人のスタイル

■調査目的 岡山の大人の意識や行動を知る

■調査方法 インターネット調査

■調査期間 2008年1月29日～2月4日

■調査対象者 岡山県在住の40歳以上の男女

■回答者 204人

■調査機関 岡山情報文化研究所

■回答者のプロフィール

【年齢】 【居住地】
上段:度数 上段:度数

下段:％ 下段:％

全体 159 39 6 全体 95 53 56

77.9 19.1 2.9 46.6 26.0 27.5

男性 68 20 5 男性 43 20 30

73.1 21.5 5.4 46.2 21.5 32.3
女性 91 19 1 女性 52 33 26

82.0 17.1 0.9 46.8 29.7 23.4
【家族構成】
上段:度数

下段:％

全体 16 34 86 37 19 2 10

7.8 16.7 42.2 18.1 9.3 1.0 4.9

男性 13 18 32 20 6 1 3

14.0 19.4 34.4 21.5 6.5 1.1 3.2
女性 3 16 54 17 13 1 7

2.7 14.4 48.6 15.3 11.7 0.9 6.3

111
100.0

204

93
100.0
111

100.0

93
100.0

祖父母と
親と自分
（兄弟姉
妹含む）

ひとり
夫婦
のみ

204

その他
県内

その
他

合計
自分（配
偶者含
む）と子

親と自分
（配偶者
含む）と
子

93

岡山市倉敷市合計

111
100.0

60代
以上

合計

100.0

100.0

日帰り旅行

親と自分
（兄弟姉
妹含む）

40代 50代

204
100.0

100.0

　オセラ世代の日帰り旅行についてＷebアンケートを実施した。

　前回の2006年度調査から頻度は上昇し、今回55.4％が「年に4～5回以上」日帰り県外

旅行に出掛けていると回答した。また、「月に1回以上」という高頻度層は19.1％に上っ

た。

　旅行の目的の第1位は「観光」66.2％で、第2位の「温泉」36.8％を大きく引き離してい

る。実際にどんなエリアへ行っているのかをたずねたところ、「中国」エリアが最も多く、次

いで「関西」「四国」と、この3エリアに回答は集中した。

　同伴者は性別・年代に関わらず「配偶者」が最も多かった。次いで「子供」が続くが、50

代では「友人」のほうが上回っている。

　主な移動手段は「自家用車」が最も多く、40代は67.3％、50代は82.1％の利用率を示

した。2006年度調査では40代の利用率のほうが高かったが、今回逆転現象が起きた。ま

た、自家用車を利用する理由は「時刻・時間を気にしないで済む」「寄り道ができる」とい

う意見が多かった。

　　前回調査は郵送調査で行っているため、一概に比較はできないが、今回の回答者

であるＷｅｂ利用者は日帰り県外旅行に積極的な傾向がある、と考えられる。

岡山情報文化研究所
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大人のスタイル

◆前回調査より頻度が上昇、

 　55.4％は「年に4～5回以上」日帰り県外旅行へ出掛けている。

日帰り県外旅行の頻度（単一回答）

前回調査からの変化　【年代別】

頻度

10.8

6.3

11.8

9.9

16.7

18.3

15.3

19.6

18.3

20.7

27.9 16.7

15.1

8.3 10.8

25.8

29.7 18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=204)

男性(n=93)

女性(n=111)

月に2～3回 月に1回 2ヶ月に1回 年に4～5回 年に2～3回 年に1回以下

　全体でみると、最も多かったのが「年に2～3回」で、27.9％を占めた。しかしながら、「月に2～3回」などを含

む「年に4～5回以上」といった中・高頻度層は55.4％と過半数に上った。

　男女別でみると目立った差はないが、若干男性のほうが頻度が高い。

　年代別に前回調査結果と比較したところ、40代は「年に4～5回」が大幅に増加、「2ヶ月に1回」や「月に2～3

回」が若干増加している。50代も同様に「年に4～5回」が大幅に増加、「年に2～3回」が若干増加、「月に2～

3回」が微増した。

　どちらの年代も高頻度層の数は維持し続けており、日帰り県外旅行の裾野が拡がっていることがわかる。

8.8 8.8

11.7

18.2

6.7

18.2

26.7 40.0

18.2

3.3 10.0

27.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2006年40代(n=60)

2008年40代(n=159)

月に2～3回 月に1回 2ヶ月に1回 年に4～5回 年に2～3回 年に1回以下

5.1 17.9

13.3

12.8

6.7

23.1

21.7 35.0

12.8

3.3 18.3

28.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2006年50代(n=60)

2008年50代(n=39)

岡山情報文化研究所
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大人のスタイル

◆とりあえず「観光」・・？　目的は「お風呂」に「ご飯」。

日帰り県外旅行の目的（複数回答）

40代の変化 50代の変化

目的

0

10

20

30

40

50

60

70％

全体(n=204) 66.2 36.8 30.4 27.0 23.5 20.1 11.3 7.4 5.9 2.9 2.5 3.9 

男性(n=93) 62.4 38.7 30.1 31.2 22.6 14.0 14.0 10.8 4.3 3.2 2.2 4.3 

女性(n=111) 69.4 35.1 30.6 23.4 24.3 25.2 9.0 4.5 7.2 2.7 2.7 3.6 

観光 温泉 食事
ドライ
ブ

ショッ
ピング

コン
サー

人と会
う

ス
ポー

ス
ポー

帰省
釣り、
山歩

その
他

48.3

30.0

26.7

25.0

16.7

15.0

8.3

5.0

5.0

1.7

0.0

5.0

10.0

32.7

24.5

28.9

26.4

32.7

1.3

7.5

10.1

3.1

6.9

4.4

0.0

66.7

0 20 40 60 80

観光

温泉

ショッピング

食事

ドライブ

観劇・ｺﾝｻｰﾄ・美術館博物館鑑賞

釣りや山歩きなどｱｳﾄﾄﾞｱ

スポーツ観戦

旅行先で家族・友人・恋人と会う

帰省

スポーツをするため

その他

無回答

％
2006年40代(n=60)

2008年40代(n=159)
60.0

35.0

23.3

18.3

16.7

11.7

10.0

8.3

8.3

8.3

3.3

0.0

5.0

51.3

28.2

7.7

41.0

5.1

15.4

17.9

2.6

2.6

5.1

2.6

0.0

64.1

0 20 40 60 80

観光

温泉

ドライブ

観劇・ｺﾝｻｰﾄ・美術館博物館鑑賞

食事

釣りや山歩きなどｱｳﾄﾄﾞｱ

旅行先で家族・友人・恋人と会う

ショッピング

スポーツをするため

帰省

スポーツ観戦

その他

無回答

％
2006年50代(n=60)

2008年 50代(n=39)

岡山情報文化研究所

　日帰り県外旅行の目的の第1位は「観光」66.2％で、第2位の「温泉」36.8％を大きく引き離している。第3

位は「食事」30.4％、第4位は「ドライブ」27.0％、第5位は「ショッピング」23.5％。

　男女別でみると、1位から3位までの順位は男女共に同じであるが、男性の第4位「ドライブ」に対して、女

性の第4位は「観劇・コンサート・美術館博物館鑑賞」という結果となっている。

　前回調査結果と比較してみると、40代では「観劇・コンサート・美術館博物館鑑賞」が、50代は「温泉」と

「食事」の伸び率が目立つ。
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大人のスタイル

◆40代の日帰り行動圏は「中国・関西」、50代は「中国・四国」。

日帰り県外旅行の行先（複数回答）

【男女別】

【年代別】

行先

0

10

20

30

40

50

60

70

80
％

全体(n=204) 64.7 55.9 45.1 2.9 2.5 2.0 1.0 0.5 0.5 10.3 

男性(n=93) 66.7 51.6 48.4 4.3 2.2 2.2 2.2 0.0 0.0 8.6 

女性(n=111) 63.1 59.5 42.3 1.8 2.7 1.8 0.0 0.9 0.9 11.7 

中国 関西 四国 九州 東海 関東 北陸 甲信越 沖縄
行って
いない

岡山情報文化研究所

　全体では、日帰り県外旅行の行先は「中国」64.7％が最も多く、次いで「関西」55.9％、「四国」45.1％と続く。

　男女別でみると、「中国」「四国」については男性の値のほうがやや高く、「関西」については女性の値のほ

うが若干高い。

　年代別でみると、40代は「関西」が全体値を僅かに上回り、地元「中国」との差は5.1ポイントにまで迫ってい

る。日帰り行動圏が東に拡がっていると思われる。一方、50代以上は「中国」が「関西」よりも22.2ポイント、

「四国」よりも20.0ポイント高く、地元密着型の傾向がうかがえる。

0

10

20

30

40

50

60

70

80
％

全体(n=204) 64.7 55.9 45.1 2.9 2.5 2.0 1.0 0.5 0.5 10.3 

40代(n=159) 62.3 57.2 42.8 3.1 1.9 2.5 0.6 0.0 0.6 10.7 

50代以上(n=45) 73.3 51.1 53.3 2.2 4.4 0.0 2.2 2.2 0.0 8.9 

中国 関西 四国 九州 東海 関東 北陸 甲信越 沖縄
行って
いない
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大人のスタイル

◆40代は「新幹線」、50代は「自家用車」が増加。

日帰り県外旅行の主な移動手段（単一回答） －前回調査からの変化－
※「その他」には貸切バス、新幹線以外の鉄道、オートバイ、レンタカーが含まれます。

自家用車を利用する理由（複数回答） ※自家用車を利用する人のみ

移動手段

89.0

65.8

34.2

37.0

26.0

19.2

8.2

5.5

5.5

4.1

1.4

0.0

1.4

81.2

30.4

18.8

24.6

14.5

10.1

10.1

10.1

7.2

4.3

1.4

0.0

88.4

0 20 40 60 80 100

時刻・時間を気にしないで済む

寄り道ができる

荷物が多い

運転が好き

割安

プライベート感

習慣

幼児や高齢者がいる

体が疲れない

同伴者の希望

その他

車にあまり乗らないのでわからない

無回答

％

男性(n=73)

女性(n=69)

67.3 13.8

5.0

5.7

6.7

13.2

80.0 5.0 3.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2006年40代(n=60)

2008年40代(n=159)

自家用車 新幹線 長距離バス その他 無回答

82.1 2.6

8.3 5.0

12.8

5.068.3 13.3

2.6 0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2006年50代(n=60)

2008年50代(n=39)

岡山情報文化研究所

　先の質問で、自家用車を利用すると

回答した人のみに、自家用車を利用

する理由をたずねた。

　男女共に「時刻・時間を気にしないで

済む」「寄り道ができる」の2項目に多く

の回答が集まった。旅行は非日常的

な行為を目的とするものであるから、

時間に管理される普段の生活とは逆

の過ごし方をしたいというのは当然で

あろう。

　男女間の差が最も表れたのは「運転

が好き」で、男性が女性よりも18.2ポイ

ント高く、ドライブの要素を取り入れた

いという意向が強いといえる。次いで

差が表れたのは「寄り道ができる」で、

女性が男性よりも15.4ポイント高い。途

中でルート変更が可能であれば、前準

備の煩わしさも軽減され、より気軽に

出掛けることができる。最も回答の多

かった「時刻・時間を気にしないで済

む」という理由に通じるものがある。

　自由な寄り道を可能にするには、同

伴者は家族、または非常に気が合う

相手である必要があるだろう。

　上位6項目は「寄り道ができる」を除

き、男性の値が高く、下位項目は女性

の値のほうが高い結果となっている。
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大人のスタイル

◆日帰り県外旅行は家族で。

日帰り県外旅行の同伴者（複数回答）

40代の変化 50代の変化

同伴者

岡山情報文化研究所

0

10

20

30

40

50

60

70％

全体(n=204) 60.8 41.7 31.9 13.2 7.8 7.4 3.4 2.0 2.0 

男性(n=93) 65.6 36.6 21.5 8.6 10.8 7.5 4.3 4.3 2.2 

女性(n=111) 56.8 45.9 40.5 17.1 5.4 7.2 2.7 0.0 1.8 

配偶者 子供 友人
親や兄
弟姉妹

ひとり 恋人
職場の
同僚

親戚 その他

65.0

61.7

28.3

3.3

8.3

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

6.7

46.5

32.1

13.8

8.2

2.5

4.4

8.2

0.0

1.9

0

55.3

0 20 40 60 80

配偶者

子供

友人

親や兄弟姉妹

ひとり

親戚

職場の同僚

恋人

孫

その他

無回答

％

2006年40代(n=60)

2008年40代(n=159)

70.0

35.0

30.0

10.0

6.7

0.0

6.7

1.7

1.7

0.0

5.0

25.6

28.2

10.3

5.1

0

0

5.1

0.0

2.6

0

79.5

0 20 40 60 80

配偶者

子供

友人

親や兄弟姉妹

ひとり

親戚

職場の同僚

恋人

孫

その他

無回答

％

2006年50代(n=60)

2008年 50代(n=39)

　全体では、6割が「配偶者」と回答した。

　女性が全体値を上回っているのは「子供」「友人」「親や兄弟姉妹」の3項目で、中でも「友人」は男性値より

も8.6ポイント高い。

　年代別に前回調査結果と比較してみると、40代は「配偶者」「子供」などが減少し、「友人」や特に「親や兄

弟姉妹」の増加が著しい。50代は「子供」「ひとり」などが減少し、「配偶者」が若干増えている。
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最後にこんな質問をしてみました。

◆あなたの友人が初めて岡山県に遊びにやってきます、どこを案内しますか？（自由回答）

回答の多かったキーワード
1 後楽園 8 吉備路
2 倉敷美観地区 9 温泉
3 美観地区 10 チボリ公園
4 倉敷 11 牛窓
5 瀬戸大橋 12 岡山城
6 鷲羽山 13 閑谷学校
7 蒜山 14 国分寺

（以下抜粋）
● 奥津温泉 女性 47 岡山市

● 岡山駅から地下一番街へ高島屋経由で表町、で後楽園 男性 46 岡山市

● 温泉がある所、子供がいるとおもちゃ王国、家の近くのヨーグルト工房 女性 54 岡山市

● 温泉地 男性 50 その他県内

● 観光地よりも食事がメインになるので、美味い店をチェックします 男性 41 岡山市

● 鬼ノ城と吉備路 男性 51 岡山市

● 吉備路から、倉敷美観地区を中心に 女性 48 岡山市

● 牛窓　湯郷温泉 女性 51 その他県内

● 牛窓近辺  後楽園  下津井 女性 46 岡山市

● 牛窓周辺から児島瀬戸大橋を回る 女性 49 その他県内

● 後楽園 ・ 備前・湯郷温泉 女性 43 岡山市

● 後楽園 吉備路 男性 47 岡山市

● 後楽園 和気閑谷学校 男性 50 岡山市

● 後楽園、オリエント美術館、閑谷学校 女性 45 岡山市

● 後楽園、吉備津彦神社、倉敷美観地区、瀬戸大橋 女性 42 岡山市

● 後楽園、瀬戸大橋、倉敷美観地区 女性 51 岡山市

● 後楽園→国分寺→温泉 女性 45 その他県内

● 後楽園・吉備路・チボリ公園・瀬戸大橋… 男性 48 岡山市

● 後楽園・吉備路・倉敷美観地区などから、友人の希望を聴いて選択する 男性 40 岡山市

● 後楽園・美観地区・鷲羽山・あと温泉 女性 52 倉敷市

● 女性 42 その他県内

● 女性 50 岡山市

● 高梁市 松山城 男性 40 倉敷市

● 今の岡山でいいと思う場所は鬼ノ城を見て吉備路 男性 51 岡山市

● 瀬戸大橋と児島周辺 男性 52 倉敷市

● 瀬戸大橋や魚の美味しい所 女性 41 倉敷市

● 倉敷, 蒜山、岡山城 女性 40 岡山市

● 倉敷、後楽園、瀬戸大橋がみえる海 女性 51 その他県内

● 倉敷か矢掛 男性 57 岡山市

● 倉敷の美観地区、大原美術館、後楽園 女性 43 倉敷市

● 倉敷美観地区,鷲羽山,そしておいしい料理を食べる 女性 46 その他県内

● 倉敷美観地区、温泉(奥津か湯郷)、蒜山、通り道の道の駅 女性 40 倉敷市

● 倉敷美観地区、勝山 女性 46 岡山市

● 倉敷美観地区、瀬戸大橋、国分寺五重の塔 女性 40 倉敷市

● 大山  蒜山  後楽園 倉敷美観地区 男性 50 岡山市

● 池田動物園  最上稲荷  牛窓 女性 49 岡山市

● 宝福寺や国分寺などの吉備路 男性 54 倉敷市

● 女性 44 その他県内

後楽園で吉備団子と抹茶でほっこりしてから園内散策する。県立図書館で芸術
に触れる。サワラ料理でもてなすかな

後楽園やその周辺、倉敷などは四季を問わずいいところですが、春や秋なら吉
備路をぜひ案内したいです

鷲羽山　瀬戸内の景色をみながら四国との距離感を感じてもらったりおいしい海
鮮を食べに行く。
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